
船
舶
レ
ー
ダ
を
用
い
た
コ
ウ
モ
リ
類
の

飛
湖
状
況
調
査
方
法
の
開
発

い
で
あ
株
式
会
社

国
土
環
境
研
究
所

は
じ
め
に

コ
ウ
モ
リ
類
は
夜
間
に
飛
刻
す
る
た

め
、
目
視
に
よ
る
飛
淘
状
況
の
観
察
は

困
難
で
あ
る
。
風
力
発
電
事
業
に
お
け

る
環
境
調
査
で
は
、

コ
ウ
モ
リ
が
飛
刻

時
に
発
す
る
超
音
波
を
録
音
す
る
機
器

を
風
況
観
測
塔
へ
設
置
す
る
調
査
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

コ
ウ
モ

リ
類
の
移
動
経
路
、
飛
刻
高
度
を
直
接

確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
コ

ウ
モ
リ
類
の
空
間
利
用
状
況
に
つ
い
て

は
ほ
と
ん
ど
不
明
な
状
況
で
あ
る
。
圏

内
で
は
コ
ウ
モ
リ
の
日
常
的
な
空
間
利

用
に
関
す
る
詳
細
な
知
見
は
な
い
。

一
方
、
船
舶
レ

l
ダ
を
用
い
る
と
、

飛
刻
す
る
コ
ウ
モ
リ
類
を
捕
捉
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

望
遠
鏡
と
レ

l
ダ
を
用
い
て
渡
り
時
に

高
高
度
（

一
、
三
O
O
m
）
を
飛
期
す

自
然
環
境
保
全
部

益

子

理

る
コ
ウ
モ
リ
を
確
認
し
た
事
例
も
あ
る
。

当
社
で
は
、
風
力
発
電
事
業
の
影
響

調
査
を
念
頭
に
、
船
舶
レ

l
ダ
を
用
い

て
夜
間
の
鳥
類
の
渡
り
の
規
模
、
飛
刻

高
度
な
ど
を
調
査
す
る
手
法
を
開
発
し
、

こ
れ
ま
で
に
、
北
海
道
・
本
州
・
四

国
・
九
州
の
延
べ
五

O
O
地
点
以
上
で

船
舶
レ

i
ダ
を
用
い
た
夜
間
の
鳥
類
調

査
を
実
施
し
て
き
た
。

今
回
は
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す
こ

と
で
、
夜
間
の

コ
ウ
モ
リ
類
の
移
動
経

路
・
飛
刻
高
度
を
把
握
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
概
要

を
紹
介
す
る
。

調
査
地

吉
野
熊
野
国
立
公
園
は
、
紀
伊
半
島

の
中
央
部
か
ら
南
部
に
か
け
て
位
置
し
、

紀
伊
半
島
中
央
部
の
山
岳
域
、
そ
こ
を

源
に
深
い
渓
谷
を
形
成
し
な
が
ら
流
れ
下

る
河
川
域
と
紀
伊
半
島
南
部
の
海
岸
域
、

そ
し
て
黒
潮
の
影
響
を
受
け
る
海
域
か

ら
な
る
公
園
で
あ
る

（環
境
省
吉
野
熊

野
国
立
公
園
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）
。
紀

伊
半
島
南
部
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
海
食
崖

を
含
む
海
岸
域
も
、
そ
の
特
徴
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
海
岸
域
に
あ
る
和

歌
山
県
白
浜
町
の
千
畳
敷
近
く
の
海
食

洞
は
、
ユ
ビ
ナ
ガ
コ
ウ
モ
リ
S
S
M
－bhu号、

s

h

込
町
内
み

q昆．
H
r
b
N
E
S
S）
の
近
畿
地

方
唯
一
の
繁
殖
洞
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、

約
二
万
頭
の
繁
殖
雌
が
出
産
・
晴
育
の
た

め
に
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
海
食
洞
は
白

浜
町
の
天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
（
図
①
）
。

こ
の
大
規
模
な
繁
殖
地
周
辺
の
空
間

に
お
い
て
コ
ウ
モ
リ
の
飛
麹
状
況
の
把繁殖洞（図②の0)

握
を
試
み
た
（
図
②
）
。

調
査
方
法

図①

調
査
は
、
ユ
ピ
ナ
ガ

コ
ウ
モ
リ
の
繁

殖
期
で
あ
る
こ
O
一
七
年
八
月
三
日

1

四
日
の
日
没

1
日
の
出
ま
で
、
事
前
に

白
浜
町
の
許
可
を
得
て
、
千
畳
敷
駐
車

場
南
端
（
図
②
の
・
）
で
行
っ
た
。
通

常
は
水
平
方
向
に
回
転
す
る
船
舶
レ
ー

ダ
を
鉛
直
方
向
で
回
転
さ
せ
（
図
③
）
、

飛
刻
す
る
コ
ウ
モ
リ
の
レ

l
ダ
反
応
を

確
認
し
た
。
船
舶
レ

i
ダ
で
は
、
約

一

秒
間
に

一
回、

コ
ウ
モ
リ
と
の
距
離
を

捕
捉
し
画
面
に
表
示
し
た
。
レ
ー
ダ
反

応
を
画
像
解
析
し
、
連
続
す
る
反
応
を

線
と
し
て
つ
な
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

コ
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ウ
モ
リ
の
移
動
経
路
・
飛
朔
高
度
を
把

握
し
た
。
ま
た
、
船
舶
レ

l
ダ
に
よ
る

確
認
で
は
種
類
を
判
別
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
た
め
、
今
回
は
繁
殖
洞
周
辺
と

上
空
を
往
来
す
る
飛
刻
軌
跡
を
コ
ウ
モ

リ
と
し
て
取
り
扱
っ
た
。
今
回
の
調
査

で
捕
捉
し
た
コ
ウ
モ
リ
の
飛
朔
軌
跡
に

は
他
の
種
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
ユ
ビ
ナ
ガ
コ
ウ

モ
リ
の
繁
殖
期
に
繁
殖
洞
周
辺
で
調
査

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
お
む
ね
ユ
ビ

ナ
ガ
コ
ウ
モ
リ
の
飛
刻
軌
跡
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

四

調
査
結
果

〈
夜
間
の
コ
ウ
モ
リ
の
飛
刻
状
況
〉

一
九
時
四

O
分
か
ら

一
0
分
間
の
レ

ー
ダ
反
応
を
図
④
に
示
す
。
中
央
下
端

（
お
お
よ
そ
繁
殖
洞
）
の
レ

l
ダ
周
辺

一
五
O
m
程
度
は
ノ
イ
ズ
に
よ
り
反
応

が
取
れ
て
い
な
い
。
コ
ウ
モ
リ
は
西
の

海
上
か
ら
東
の
陸
側
ま
で
広
範
囲
に
飛

刻
し
て
お
り
、
高
度
五

O
O
m
ま
で
は

上
昇
す
る
飛
刻
軌
跡
が
多
く
、
五

O
O

m
以
上
で
は
水
平
方
向
に
移
動
し
て
い

る
飛
朔
軌
跡
の
画
像
が
撮
れ
て
い
る
。

ま
た
、
海
上
か
ら
上
空

一
、四

O
O
m

と
い
っ
た
高
高
度
ま
で
の
空
間
を
飛
刻

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

船舶レーダ図③

〈
入
洞
時
の
飛
朔
状
況
〉

日
の
出
前
に
コ
ウ
モ
リ
が
入
洞
す
る

状
況
を
示
し
た
図
が
図
⑤
で
あ
る
。
黒

い
矢
印
が
五
時
三
O
分

1
六
時
O
O
分

ま
で
の
三
0
分
間
に
得
ら
れ
た
、
コ
ウ

モ
リ
が
入
洞
の
た
め
に
降
下
す
る
飛
刻

軌
跡
で
あ
る
。
内
陸
（
東
側
）
の
上
空

か
ら
繁
殖
洞
方
向
に
急
降
下
す
る
よ
う

に
飛
刻
し

て
い
る
こ

と
が
分
か

る
。
入
洞

時
の
コ
ウ

モ
リ
は
、

洞
窟
に
ピ

ン
。ホイ
ン

東

ト
で
入
る

の
で
は
な

く
、
繁
殖

洞
を
基
準

と
し
て
内

陸
側
、
海
側
と
も
に
五

O
O
m
程
度
ま

で
の
広
い
範
囲
で
降
下
し
た
後
、
低
空

を
移
動
し
て
入
洞
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
は
、
コ
ウ
モ

リ
の
降
下
が
集
中
し
て
い
る
場
所
が
複

数
確
認
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い

る
出
入
口
以
外
に
も
別
の
出
入
口
が
あ

る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

以
上
か
ら
、
コ
ウ
モ
リ
の
調
査
に
船

舶
レ

l
ダ
を
活
用
す
る
と
、
繁
殖
洞
周

辺
に
お
け
る
コ
ウ
モ
リ
の
空
間
利
用
状

況

（移
動
経
路
お
よ
び
飛
刻
高
度
）
、

つ
ま
り
、

「
ど
の
く
ら
い
の
範
囲
」
で

「
ど
の
く
ら
い
の
高
度
」
を

「
ど
の
く

ら
い
の
数
の
個
体
」
が
飛
刻
し
て
い
る

の
か
を
定
量
的
に
把
握
で
き
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
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入洞時のコウモリの飛湖軌跡

こ
れ
ら
の
結
果
が
少
し
で
も
コ
ウ
モ
リ

研
究
の

一助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
こ

れ
を
機
に
、
生
物
の
空
間
利
用
の
調
査

が
進
捗
で
き
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。

五

お
わ
り
に

図⑤

当
社
は
本
年
で
創
立
六
五
周
年
・
設

立
五

O
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
。
こ
れ

ま
で
環
境
科
学
の
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
リ
l
デ
イ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し

て
環
境
の
保
全
・
創
造
事
業
、
自
然
再

生
事
業
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後

も
、
国
が
進
め
る
自
然
環
境
の
保
全
・

再
生
・
創
出
・
維
持
管
理
に
関
す
る
基

本
理
念
を
理
解
し
た
上
で
、
こ
れ
ま
で

に
蓄
積
し
て
き
た
環
境
保
全
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
て
社
会
貢
献
を
果
た
し
て

い
く
所
存
で
あ
る
。

益
子
理
・
ま
す
こ
お
さ
む

い
で
あ
株
式
会
社
国
土
環
境
研
究
所
自

然
環
境
保
全
部
グ
ル
ー
プ
長
。

技
術
士
（
環

境
部
門
）
。
陸
域
生
物
お
よ
び
生
態
系
に
関

す
る
現
地
調
査
、
保
全
対
策
検
討
、
外
来
種

対
策
お
よ
び
ダ
ム
事
業
・
道
路
事
業
・
火
力

発
電
・
風
力
発
電
事
業
に
関
す
る
環
境
影
響

評
価
に
従
事
。
船
舶
レ

l
ダ
を
用
い
た
鳥
類

調
査
技
術
、

D
N
Aを
用
い
た
晴
乳
類
の
個

体
識
別
技
術
等
の
開
発
を
行
う
。
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